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分担研究報告書 

 

C型肝炎撲滅にむけた地域連携と相談支援の取り組み 

 

研究分担者 吉澤  要 国立病院機構信州上田医療センター 院長 

 

研究要旨 近年、C 型肝炎治療は急速な進歩を遂げ、直接作用型抗ウイルス

薬（DAA）内服治療で良好な成績を収めている。当院では、C 型肝炎撲滅に

むけ最新治療の均霑化を目指し、肝疾患地域連携診療ネットワークを構築

し、地域連携を推進してきた。また、地域医療連携室を中心に肝炎相談員を

養成し、長崎医療センターの肝疾患患者支援システムを活用し肝炎相談を行

ってきた。この取り組みにより、かかりつけ医からの紹介患者が年々増加し、

特にここ 1 年は急激な増加となり、また、相談により疑問・不安を解消し、

最新治療に結びつき、当初の目的である肝炎治療の均霑化が確実に進んでい

る。 

Ａ．研究背景・目的 

平成20年から、ウイルス肝炎治療の均霑化

を目指した厚生労働省肝炎総合対策「肝炎治

療7か年計画」が実施されている。当院は平

成22年から、肝疾患地域連携診療ネットワー

クを構築し、肝疾患専門医療機関、ネットワ

ーク登録医を増やし肝炎パスを使用し病診

連携を推進してきた。また、地域医師会講演

会、市民講座、メディアを通した積極的な広

報活動も行っている。さらに地域医療連携室

を中心に肝炎相談員を養成し、長崎医療セン

ターを中心とした患者相談支援システムを

活用し相談を行ってきた。近年、C型肝炎治

療は急速な進歩を遂げ、直接作用型抗ウイル

ス薬（DAA）内服で良好な成績を収めてい

る。当院での地域連携と相談支援の成果の1

つとしてのC型肝炎最新治療（肝炎治療の均

霑化）を検証する。 

 

Ｂ．研究方法 

C型肝炎治療として、 

①Peg-IFN+RBV 2010-15 1b 5例、2a/b 20 

例 

②Peg-IFN+RBV+TLV/SMV 2012-15 16  

例 

③ダクラタスビル＋アスナプレビル（DA） 

2014-15 34例 

④ソフォスフビル＋レジパスビル／リバ

ビリン（SL/SR）2015-16 103例 

上記治療患者における病診連携を介した

紹介率、紹介患者の実態を解析した。 

また、最新治療を考慮している全患者

（136名）は、相談員と面談し、相談希望者

にはそれに応じその相談内容を検討した。 

 

Ｃ．研究結果 

Peg-IFN+RBVは5年間の治療25人中19人

76.0％が連携を介した紹介患者であった。

Peg-IFN+RBV+DAAは4年間で16人治療し、

11人68.8％が紹介であり、DAA 2剤DA治療

では2014-15年1年間に34人治療し、そのう

ち28人82.4％が連携からの紹介であった。

LS/SRでは、1年間に103人が治療を行い、

79人78.2％が紹介であった。 
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各治療別の平均年齢は Peg-IFN+RBV 

48.3歳、Peg-IFN+RBV+DAA 55.9歳である

のに対してDAでは68.8歳と高齢であった。

これは、インターフェロン治療を敬遠してい

た高齢者が、インターフェロンフリー治療を

希望し、また、それをかかりつけ医が理解し

高齢者の紹介が増えたことによる。しかし、

SRでは64.3歳、SLでは64.8歳と減少傾向で

あった。これは、最近になって感染が判明し

た若年の患者の紹介が増えたことが一因で

ある。なお、上記すべての治療群において、

その治療成績は非常に良好であった。 

 
 

 肝炎相談に関しては、C型肝炎治療につい

ては、41名が相談し、27％が医療費、ある

いはその支払に対する不安で、25％が助成制

度の手続きの不安、そして、治療に対する疑

問や不安、併用薬やかかりつけ医との関係な

どが多くを占めた。 

 

相談内容（41人重複回答有） 

 

Ｄ．考察 

 肝疾患地域連携を開始して6年、治療の進

歩がすばやくかかりつけ医にも理解され、紹

介患者が増加している。さらにDAA経口2剤

の登場は、明らかに今まで紹介のなかった高

齢患者を掘り起こし、あるいは新規の感染判

明者の紹介につながり、それが最新治療に結

びついている。相談支援システムの確立で相

談員が患者に対応し、すべての患者を治療に

結びつけることができた。さらに、今後も相

談員の育成やシステムの活用が必要である。 

 

Ｅ．結論 

かかりつけ医との肝炎パスを介した連携

や地域医師会講演会がかかりつけ医からの

紹介を増やし、市民講座、メディアを通した

積極的な広報活動や地域医療連携室を中心

とした患者相談などが患者の意識を高め、C

型肝炎最新治療の均霑化に貢献している。 
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